
最終更新日：2025 年 7 月 14 日 

2023（令和 5）年度入学者用 

諸資格の取得（考古調査士） 

1 

 

考古調査士 
（人間文化学部歴史文化学科・大学院生活機構研究科生活文化研究専攻） 

１．考古調査士とは  

埋蔵文化財調査には様々な知識と技術が必要です。遺跡発掘に関わる調査・記録技術や安全対策、衛生管理な

どの管理技術、考古学的な専門知識などが必要です。調査成果を的確に報告書にまとめあげる知識と技能も必要

です。さらに近年では、それらを社会に向けて発信し、地域の歴史として地域住民に還元することが重要な任務に

なってきました。 

埋蔵文化財の調査と保存・活用に関する技術と知識は、専門的な領域に属し、一朝一夕で修得できるものではあ

りません。大学で、長期の時間と費用を費やして修得するものです。また社会での実務経験も必要です。 

考古調査士資格とは、そのような長年にわたる埋蔵文化財関係の訓練を積んだ人に対して、与えられる専門資

格です。しかし、弁護士や医師のような国家資格ではなく、民間組織が発行する資格であり、独占的な資格ではあ

りません。 

大学などの教育機関で、考古学を専門に勉強した学生や、あらためて学びなおしたい社会人からの申請に基づき、

資格認定機構が、その内容を審査し、資格を授与するものです。 

考古調査士資格認定機構は、考古調査士資格申請に加盟する全国の大学・研究機関共通の統一的な資格審

査・授与機構の組織です。 

 

「２級考古調査士」資格取得者が大学院に進学し、所定の関連科目の単位を取得すると、「１級考古調査士」資格

が与えられます。 

 

２．資格要件  

２級考古調査士   

(1) 本学歴史文化学科が開設する科目のうち、下の科目から、3 科目群 5 科目以上、10 単位取得を必須要件とす

る。 

(2) 第 5 科目群を 1 科目取得を必修とする。本学では「文化財保護行政論」がこれに相当する。 

(3) 1 科目群内、最高 2 科目 4 単位まで申請が可能 

(4) 考古学に関する卒業論文は、テーマに応じて第 2 科目群から第７科目群のいずれかに割り振り、単位を加算

することができる。2 単位相当 

(5) 上記の要件により単位を取得した場合、「考古調査士資格認定機構」に申請することにより、資格が授与され

る。 

１級考古調査士  

(1) 学部において 2 級考古調査士資格を取得し、大学院（修士課程）において、指定科目を 4 科目 8 単位取得を

必須要件とする。 

(2) 第 5 科目群１科目取得を必修とする。 
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３．資格の申請  

(1) 資格取得希望者は、「考古調査士資格認定機構」が定める手続きに従い、大学から発行される「単位取得証

明書」を添えて、所定申請期間内に必要な書類とともに「考古調査士資格認定機構事務局」に資格申請を行う

ことができる。 

(2) 「考古調査士資格認定機構・資格審査専門委員会」が申請書類を審査し、「資格認定機構委員会」の承認を得

て、合否を決定し、資格を授与する。 

(3) 申請料  

２級考古調査士   ￥25,000    １級考古調査士  ￥30,000 

 

４．科目群の内訳  

第 1 科目群 考古学の概説 

第 2 科目群 考古学の基礎的方法論を扱う科目群 

第 3 科目群 考古学の個別分野を特論的に扱う科目群 

第 4 科目群 考古学調査の技術的実習分野 

第 5 科目群 埋蔵文化財の保存と活用を扱う科目群 

第 6 科目群 文化財科学を扱う科目群 

関連科目群  

２級考古調査士 

科目群 授業科目 
単位 

前期 後期 

1 考古学概論Ａ 2  

1 考古学概論Ｂ  2 

3 日本考古学特論Ａ  2 

3 日本考古学特論Ｂ 2   

4 考古学基礎Ｂ  2 

4 考古学実習Ｂ  1 

4 考古学実習Ｃ 1  

5 文化財保護行政論  2 

6 環境考古学 2  
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１級考古調査士  

科目群 授業科目 
単位 

前期 後期 

3 考古学研究ⅠＡ 2  

3 考古学研究ⅠＡ  2 

3 考古学研究ⅠＢ 2  

3 考古学研究ⅠＢ  2 

3 考古学研究ⅠＤ 2  

3 考古学研究ⅠＤ  2 

5 埋蔵文化財行政学特論Ａ 2  

4 埋蔵文化財行政学特論Ｂ  2 

4 埋蔵文化財調査法 1   

 

５．注意事項  

（1） 科目群は年度によって変更が生じる可能性があるので、毎年度必ず確認をすること。 

（2） 当資格に関する質問は、歴史文化学科に確認すること。  

 


